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上部10cm、コンクリート。           
深度0.10～0.20m間、路盤材。        
深度0.20～0.35m間、少量の石灰岩小礫
混る赤土。                         
洪積粘性土層                       

全体に中含水比程度で高液性限界の粘
土状。                             

深度3.0m付近は、含水比高めで軟質。 

コンシステンシ－は中位～軟らかい状
態を示す。                         

第四紀琉球層群石灰岩層             

全体に礫径φ2～35mm程度を主体とする
未固結砂礫層。                     

所によりφ40mm以上の粗礫を点在し、
全体にシルト分を伴う。             

深度3.75m以浅は粘土分を混じる。    

相対密度は中位～密な状態を示す。   

第四紀琉球層群石灰岩層             

全体に岩塊状を呈するが、局所に未固
結砂礫部を挟在する。               
コアは片状～短棒状主体。           
深度8.40～8.65m・9.35～9.43m間は、
未固結砂礫状。                     

深度9.10～10.00m間は棒状コア（最長ｺ
ｱ長=49cm）主体に採取される。       

岩質は多孔質で、局所に1～3cm程度の
小空隙が認められる。               

第四紀琉球層群石灰岩層             
全体に礫径φ2～30mm程度主体の未固結
砂礫部優勢。                       
深度11.50～11.77m・12.90～13.00m間
は岩塊状を呈し、礫状～片状コア（最
長ｺｱ長=7cm）主体に採取される。     
相対密度は非常に密な～緩い状態とバ
ラツキを示し、深度11.95m付近～12.90
m間は全体に緩い状態。              

第四紀琉球層群石灰岩層             

全体に礫径φ2～30mm程度主体の未固結
砂礫層。                           

全体的に細粒分の含有量多めで、色調
やや赤み帯びる。                   

相対密度は中位～非常に密な状態とバ
ラツキを示す。                     

第四紀琉球層群石灰岩層             
全体に岩塊状を呈するが、所々に礫径
φ2～30mm程度主体の未固結砂礫部を挟
在する。                           
岩塊部は片状～棒状（最長ｺｱ長=20cm）
に採取され、岩質は多孔質で局所に小
空隙（1～3cm程度）が認められる。   
深度17.15～17.25m・17.40～17.69m間
は砂礫状で、深度18.85m～18.95m間は
粘土分を含む。                     
第四紀琉球層群石灰岩層             
全体に礫径φ2～30mm程度を主体とする
未固結砂礫層。                     
若干の粘土分を含有し、不均一。     
相対密度は緩い～密な状態程度とバラ
ツキを示す。                       
第四紀琉球層群石灰岩層             
全体に岩塊部を優勢に、局所に礫径φ2
～30mm程度主体の未固結砂礫部を挟在
する。                             
岩塊部は片状コア（最長ｺｱ長=6cm）主
体に採取され、岩質は多孔質。       
深度21.00～21.25m・22.00～20.24m間
は砂礫状で、全体にやや緩い。       
第四紀琉球層群石灰岩層             
全体に礫径φ2～30mm程度を主体とする
未固結砂礫層で、所によりφ50mm以上
の粗礫を点在する。                 
相対密度は中位～非常に密な状態とバ
ラツキを示す。                     
第四紀琉球層群石灰岩層             

全体に岩塊部を優勢に、局所に礫径φ2
～40mm程度主体の未固結砂礫部を挟在
する。                             

岩塊部は片状～短棒状コア（最長ｺｱ長=
13cm）主体に採取され、岩質は多孔質 

深度25.00～25.21m・25.77～25.89m間
は砂礫状で、若干の粘土分を含む。   

新第三紀島尻層群風化泥岩           
深度27.80m以浅の所々に亀裂が認めら
れ、亀裂面は酸化を帯びる。         

新第三紀島尻層群泥岩               

全体に比較的均質で、堅固。         

低含水比。                         

深度31.60～31.66m間に傾斜細亀裂（鑑
肌状）が認められるが、酸化等は認め
られず。                           

白色微細な有孔虫遺骸片を点在する。 

コンシステンシ－は固結した状態を示
す。                               
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北 緯  26ﾟ 21' 30.5630" 

東 経 127ﾟ 51' 44.8187" 

 合資会社　徳田土木設計事務所              神田　輝二        田港　朝博        田港　朝博        當山　昌彦       
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調査位置 うるま市字大田地内（X＝39764.172　Y＝36173.313）             
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調査目的及び調査対象 建築  構造物基礎                                             

 第9886号    第9886号    第9519号               

標

尺

　

標

高

　

深

度

　

現
場
土
質
名

(

模
様

)

現

場

土

質

名

地
盤
材
料
の
工
学
的
分
類

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

孔
内
水
位
／
測
定
月
日

深 度 ― Ｎ 値 図

Ｎ

値

深

度

　

打
撃
ご
と
の
貫
入
量

　

回

の

貫

入

量

自
沈
時
の
貫
入
量

深

度

　

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

深

度

試 験 名

削

孔

月

日



   1

   2

   3

   4

   5

   6

   7

   8

   9

  10

  11

  12

  13

  14

  15

  16

  17

  18

  19

  20

  21

  22

  23

  24

  25

  26

  27

  28

  29

  30

  31

  32

  33

  34

  35

  36

埋土(コ
ンクリ
－ト)
埋土(砂
礫)
埋土(礫
混り粘
土)

粘土

シルト
質砂礫

石灰岩
とシル
ト質砂
礫の互
層

シルト
質砂礫

石灰岩
とシル
ト質砂
礫の互
層

シルト
質砂礫

石灰岩
とシル
ト質砂
礫の互
層

石灰岩
とシル
ト質砂
礫の互
層

風化泥
岩

泥岩

  65.19

  61.99

  59.09

  55.84

  54.09

  52.54

  51.24

  47.54

  40.19

  39.54

  34.21

  0.35

  3.55

  6.45

  9.70

 11.45

 13.00

 14.30

 18.00

 25.35

 26.00

 31.33

完
新
世
・
(
埋
土
層
)
更
新
世
・
(
琉
球
層
群
洪
積
層
)

更
新
世
・
(
琉
球
層
群
石
灰
岩
層
)

鮮
新
世
～
中
新
世
・
(
島
尻
層
群
)

乳褐
褐
淡灰

明褐

淡黄褐

淡黄褐

淡黄褐

淡黄褐

淡黄褐

淡黄褐

～

黄褐

黄褐
～

淡黄褐

黄灰

黄灰

～

暗灰

上部6cm、コンクリート。            
深度0.06～0.20m間、路盤材。        
深度0.20～0.35m間、少量の石灰岩礫混
る赤土。                           

洪積粘性土層                       

全体に中含水比程度で高液性限界の粘
土状。                             

コンシステンシ－は中位～軟らかい状
態を示す。                         

第四紀琉球層群石灰岩層             

全体に礫径φ2～30mm程度を主体とする
未固結砂礫層。                     

所によりφ30mm以上の粗礫を点在し、
上部は若干粘土分を含有する。       

相対密度は緩い～密な状態とバラツキ
を示す。                           

第四紀琉球層群石灰岩層             

全体に岩塊部優勢に、所々に礫径φ2～
30mm程度主体の未固結砂礫部を挟在す
る。                               

岩塊部は片状～短棒状（最長ｺｱ長=13cm
）主体に採取され、岩質は多孔質。   

深度7.00～7.50m・7.95～8.08m・9.00
～9.31m間は砂礫状で、部分的に緩い状
態を示す。                         

第四紀琉球層群石灰岩層             
全体に礫径φ2～40mm程度主体の未固結
砂礫層。                           
深度10.0～11.0m間は礫分の含有量減少
し、部分的に砂質土状を呈する。     
相対密度は中位を示す。             
第四紀琉球層群石灰岩層             
全体に岩塊部やや優勢に、所々に礫径
φ2～40mm程度主体の未固結砂礫部を挟
在する。                           
深度11.45～11.98m・12.45～13.00m間
は岩塊部で、片状コア（最長ｺｱ長=6cm
）主体に採取される。               
第四紀琉球層群石灰岩層             
全体に礫径φ2～40mm程度を主体とする
未固結砂礫層。                     
相対密度は中位を示す。             
第四紀琉球層群石灰岩層             

全体に岩塊部優勢に、所々に礫径φ2～
40mm程度主体の未固結砂礫部を挟在す
る。                               

深度14.80～14.86m・15.00～15.28m・1
5.35～15.63m・15.80～15.90m・16.91
～17.35m・17.51～17.64m間は砂礫状で
、若干の粘土分混じる。             

岩塊部は短棒～棒状コア（最長ｺｱ長=38
cm）主体に採取され、岩質は多孔質で
局所に小空隙（1～3cm程度）が認めら
れる。                             

第四紀琉球層群石灰岩層             

全体に礫径φ2～40mm程度主体の未固結
砂礫部やや優勢に、岩塊部との互層状
を呈する。                         

深度18.00～19.36m・19.97～21.35m・2
2.00～22.57m・23.00～23.36m・23.79
～23.94m・24.90～25.35m間は未固結砂
礫状で、相対密度は全体に中位程度を
示す。                             

岩塊部は片状～短棒状コア（最長ｺｱ長=
16cm）主体に採取され、部分的に礫状
を呈する。                         

新第三紀島尻層群風化泥岩           
全体に若干酸化を帯びる。コンシステ
ンシ－は非常に硬い程度を示す。     

新第三紀島尻層群泥岩               

全体に均質で、堅固。               

低含水比。                         

深度27.55～27.68m・27.77～27.90m付
近に細亀裂が認められるが、酸化等は
認められず。                       

白色微細な有孔虫遺骸片を点在する。 

コンシステンシ－は固結した状態を示
す。                               
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調 査 業 者 名 主 任 技 師 地質調査技士
登 録 番 号 ：

地質調査技士
登 録 番 号 ：

地質調査技士 地質調査技士
登 録 番 号 ：登 録 番 号 ：

標 準 貫 入 試 験

100mm毎の
打撃回数
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及 び 結 果

事 業 ・ 工 事 名                                                              

調 査 名 沖縄県消防指令センタ－地質調査業務                           

北 緯  26ﾟ 21' 30.6463" 

東 経 127ﾟ 51' 43.8249" 

 合資会社　徳田土木設計事務所              神田　輝二        田港　朝博        田港　朝博        當山　昌彦       

試 錐 機 吉田鉄工所　YBM-05D            

エンジン ヤンマ－　NFD-9-M              ポ ン プ 吉田鉄工所　GP-5               
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  90゚

   0ﾟ
総 削 孔 長 31.00m 

ボーリング名 Ｂ－２                                   

発 注 機 関 うるま市　都市建設部　建築工事課                   

孔 口 標 高
 ＥＬ  
 65.54m 

調査期間  令和6年 1月11日～ 令和6年 1月16日 

調査位置 うるま市字大田地内（X＝39766.658　Y＝36145.754）             

電 話 098-975-0152 

調査目的及び調査対象 建築  構造物基礎                                             
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木根及び石灰岩小礫混る。           

洪積粘性土層                       

全体に中含水比程度で高液性限界の粘
土状。                             

深度4.45m以深は、φ10～40mm程度の石
灰岩礫を混入する。                 

コンシステンシ－は中位を示す。     

第四紀琉球層群石灰岩層             
全体に礫径φ2～30mm程度主体の未固結
砂礫層。一様に粘土分を含有し不均質
で、相対密度は中位を示す。         
第四紀琉球層群石灰岩層             
全体に礫径φ2～30mm程度主体の未固結
砂礫層。                           
相対密度は緩い状態を示す。         

第四紀琉球層群石灰岩層             
全体に礫径φ2～30mm程度主体の未固結
砂礫部優勢。深度7.41～7.85m・8.65～
8.75m・8.88～8.93m間は岩塊状を呈し
、片状～短棒状コア（最長ｺｱ長=8cm）
主体に採取される。                 
未固結砂礫部の相対密度は、緩い状態
を示す。                           
第四紀琉球層群石灰岩層             
全体に岩塊状を呈する。             
コアは片状～短棒状（最長ｺｱ長=15cm）
主体に採取され、岩質は多孔質で一部
礫状を呈する。                     
第四紀琉球層群石灰岩層             
全体に礫径φ2～30mm程度主体で、深度
11.28～11.52m間はφ30mm以上の粗礫密
集する。下部は軟質な粘土分を含む。 
第四紀琉球層群石灰岩層             
全体に岩塊状を呈するが、局所に未固
結砂礫部を挟在する。               
コアは片状～棒状（最長ｺｱ長=28cm）に
採取され、岩質は多孔質。           
深度13.68～14.05m・14.26～14.47m間
は、軟質な空隙充填粘性土を挟む。   
深度14.05～14.26m・14.47～14.77m間
は、岩塊状を呈する。               
第四紀琉球層群石灰岩層             
全体に礫径φ2～20mm程度主体に、軟質
な粘土分を含有する未固結砂礫層。   
相対密度は緩い状態を示す。         

第四紀琉球層群石灰岩層             

全体に礫径φ2～40mm程度主体の未固結
砂礫部優勢に、所々に岩塊部を挟在す
る。                               

深度16.65～16.83m・17.43～17.46m・1
8.38～18.60m・18.87～18.93m・19.74
～19.94m間は岩塊状を呈し、コアは5cm
未満の片状主体に採取される。       

未固結砂礫部の相対密度は、中位を示
す。                               

第四紀琉球層群石灰岩層             
全体に岩塊部優勢に、所々に礫径φ2～
40mm程度主体の未固結砂礫部を挟在す
る。                               

深度22.00～22.12m・22.30～22.65m・2
3.00～23.43m間は砂礫状で、部分的に
緩い箇所が認められる。             

岩塊部は全体に片状～短棒状コア（最
長ｺｱ長=10cm）主体に採取され、上部は
礫状コアが目立つ。                 

新第三紀島尻層群風化泥岩           
上部は風化進行するが、下部に従い固
結度を増す。                       

新第三紀島尻層群泥岩               

深度25.40m付近まで若干酸化を帯びる
が、全体に均質で堅固。             

低含水比。                         

白色微細な有孔虫遺骸片を点在する。 

コンシステンシ－は固結した状態を示
す。                               
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調 査 業 者 名 主 任 技 師 地質調査技士
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事 業 ・ 工 事 名                                                              

調 査 名 沖縄県消防指令センタ－地質調査業務                           

北 緯  26ﾟ 21' 30.7053" 

東 経 127ﾟ 51' 42.8260" 

 合資会社　徳田土木設計事務所              神田　輝二        田港　朝博        田港　朝博        當山　昌彦       

試 錐 機 吉田鉄工所　YBM-05D            

エンジン ヤンマ－　NFD-9-M              ポ ン プ 吉田鉄工所　GP-5               
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ボーリング名 Ｂ－３                                   

発 注 機 関 うるま市　都市建設部　建築工事課                   

孔 口 標 高
 ＥＬ  
 64.57m 

調査期間  令和6年 1月18日～ 令和6年 1月24日 

調査位置 うるま市字大田地内（X=39768.397　Y＝36118.056）              

電 話 098-975-0152 

調査目的及び調査対象 建築  構造物基礎                                             

 第9886号    第9886号    第9519号               
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